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わさび田

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
26
年
の
新
春

を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

安
曇
野
市
並
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業

に
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
有
難
く
感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
景
気
回
復
の
実
感
の
な
い
な
か
、
補
助
金
の
大
幅
な
削
減
、
適

正
就
業
の
推
進
な
ど
厳
し
い
現
実
の
中
で
、
明
る
い
話
は
２
０
２
０
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
招
致
で
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
と
し
ま

し
て
は
、
安
全
・
適
正
就
業
（
事
故
ゼ
ロ
・
法
令
遵
守
）
と
会
員
募
集
、
就

業
開
拓
に
取
り
組
み
、
地
域
の
皆
さ
ま
並
び
に
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
11
月
末
の
事
業
実
績
は
前
年
度
の
3
％
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」「
け
が
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
得
る
よ
う

に
努
め
、
健
康
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
無
事
故
で
安
全
な
就
業
を
お
願
い
し

ま
す
。
更
に
会
員
募
集
と
就
業
開
拓
に
努
め
、
健
康
長
寿
（
健
康
で
働
く
こ

と
に
よ
り
医
療
費
の
減
・
介
護
予
防
な
ど
）
と
生
き
が
い
へ
の
道
（
仲
間
づ

く
り
・
趣
味
を
持
つ
な
ど
）
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
安
曇
野
市
の
発
展
と
会
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

新
年
の
ご
挨
拶理

事
長　

横　

山　

幸　

久
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11
月
ま
で
の
契
約
実
績
は
、
景
気
回

復
の
実
感
は
い
ま
だ
に
な
く
、
適
正
就

業
の
見
直
し
に
よ
る
厳
し
い
状
況
に
あ

っ
て
、
本
年
度
は
、
み
ん
な
で
安
全
・

適
正
就
業
（
事
故
ゼ
ロ
・
法
令
遵
守
）

と
会
員
募
集
・
就
業
開
拓
に
取
り
組
み
、

魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
公
共
を
は
じ
め
地
域
の
皆

さ
ま
か
ら
シ
ル
バ
ー
へ
の
仕
事
を
お
請

け
し
、
実
績
は
4
億
３
４
３
０
万
円
、

対
前
年
比
１
５
３
０
万
円
の
増
（
１
０

３
・
6
％
）
を
収
め
ま
し
た
。

会
員
数
は
９
３
４
名
、
本
人
の
望
む

仕
事
が
な
い
、
仕
事
観
の
多
様
化
で
厳

し
い
中
１
０
７
名
の
入
会
と
64
名
の
退

会
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の
募
集
は
、

当
面
の
課
題
と
し
て
広
く
声
を
か
け

て
、健
康
長
寿
と
生
き
が
い
へ
の
道
に
、

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

部
門
別
に
見
ま
す
と
、受
注
件
数
は
、

前
年
比
74
件
の
減
（
98
％
）
に
な
り
ま

し
た
。
事
業
実
績
は
、
公
共
は
前
年
比

１
０
０
％
と
前
年
並
、
民
間
事
業
所
は

前
年
比
１
０
５
％
、
一
般
家
庭
は
前
年

比
１
０
０
％
。
就
業
開
拓
の
取
り
組
み

効
果
と
シ
ル
バ
ー
へ
の
信
頼
等
も
あ
り

全
体
で
前
年
比
１
０
３
％
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。
下
期
に
お
い
て
も
、
み
ん

な
で
会
員
募
集
と
就
業
開
拓
を
推
進
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
る

こ
と
と
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
方
に
は
希
望
に
満
ち
た

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧

年
中
は
横
山
理
事
長
様
を
は
じ
め
安

曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

の
皆
様
に
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
就
業
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
や
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の

健
康
維
持
や
社
会
参
加
の
促
進
等
、

市
が
掲
げ
る
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
大
い
に
ご
貢
献
を
い
だ
だ

い
て
お
り
ま
す
。
日
頃
の
ご
支
援
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
年
多
く
の
仕
事
が
、
市
民
や
企

業
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と

は
、
会
員
の
皆
様
へ
の
期
待
と
信
頼

の
表
れ
で
あ
り
、
何
事
に
も
代
え
が

た
い
誇
り
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
今
日

に
お
い
て
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も

健
康
で
生
き
生
き
と
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
社
会
を
支

え
る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
担
っ
て
い
た

だ
く
役
割
は
一
層
重
要
な
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
会
員
の
皆

様
が
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
確
か
な

知
識
、
経
験
、
技
能
を
生
か
し
、
社

会
を
支
え
る
一
員
と
し
て
活
躍
で
き

ま
す
よ
う
、
今
後
と
も
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
平
成

26
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
健

や
か
で
実
り
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

安
曇
野
市
長　
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今年も、親切・丁寧の仕事で
　　信頼を高めましょう
みんなで、安全確認　事故ゼロを
　　目指しましょう

会
員
募
集
・
就
業
開
拓

会
員
の
努
力
に
よ
り
昨
年
の
実
績
を
上
回
る

平
成
25
年
度 

事
業
実
績

（
４
月
～
11
月
）

区　　分 本　年　度 前　年　度 前年比％
会員数 934人 942 人 99.2％

就業延日人員 86,299 83,294 103.6％
就業率 94.4％ 93.5％

受注件数（件）／契約金額（万円）
受注件数 3,904 件 3,978 件 98.1％
公共 6,496 6,476 100.3％

民間事業所 27,418 25,960 105.6％
一般家庭 9,516 9,464 100.5％
計 43,430 41,900 103.6％

● 4 月～ 11 月　就業実績

●契約金額の推移
月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 計
本年度 4,476 5,288 5,688 5,795 5,503 5,475 5,882 5,323 43,430
前年度 4,311 5,559 5,565 5,610 5,247 5,262 5,602 4,744 41,900
前年比 103.8 95.1 102.2 103.3 104.6 104.1 105.0 112.2 103.6

（単位：万円　前年比％）

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
独
自
事
業
と
し

て
「
門
松
・
松
飾
り
づ
く
り
」
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。平
成
26
年
度
か
ら「
た

ま
ね
ぎ
栽
培
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
す
。

　

理
事
会
の
承
認
を
受
け
今
年
は
試
作

と
し
て
、
土
地
（
豊
科
地
籍
）
の
借
入

れ
と
苗
を
植
え
付
け（
６
０
、０
０
０

本
）
に
伴
う
材
料
費
の
み
で
、
就
業
希

望
会
員
の
協
力
で
実
施
し
ま
し
た
。
安

曇
野
の
「
た
ま
ね
ぎ
」
は
好
評
を
得
て

い
ま
す
の
で
、
生
育
に
期
待
し
て
い
ま

す
。
収
穫
後
の
売
上
に
つ
い
て
は
、
会

員
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
結
果
を
見
て
、
26
年
度
事
業
と
し

て
栽
培
地
を
広
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
す
。

＝
就
業
機
会
の
拡
大
＝

高
齢
化
の
一
層
の
進
展
に
伴
い
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
必
要
性
は
益
々
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
庫
補
助
の
減

額
や
運
営
補
助
か
ら
事
業
費
補
助
へ
の

切
り
替
え
、
適
正
就
業
の
見
直
し
な
ど

シ
ル
バ
ー
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
「
自
主
・

自
立
」の
理
念
に
則
り
安
定
的
な
財
政
・

事
業
運
営
を
図
る
べ
く
「
就
業
機
会
の

拡
大
」「
会
員
の
拡
大
」
が
必
要
と
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
昨
年
12
月
、
受
注
企
業
50
社

を
対
象
に
理
事
・
地
区
担
当
で
企
業
訪

問
を
実
施
し
ま
し
た
。

死
亡
退
職　

10
月
20
日

事
務
局
次
長
兼
業
務
係
長増

田
ち
え
子

異
動　

11
月
1
日
付　

事
務
局
長
兼
業
務
係
長

飯
沼　

常
雄

事
務
局
次
長
兼
総
務
係
長藤

原　

晶
子

独
自
事
業（
た
ま
ね
ぎ
栽
培
）

企
業
訪
問
の
実
施

事
務
局
職
員
の
異
動
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初
め
て
実
施

11
月
27
日
（
水
）
に
44
名
が
参
加
し

て
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
講
習
を
、
明
科
「
天

平
の
森
」
で
行
い
ま
し
た
。
最
近
チ
ェ

ン
ソ
ー
を
使
用
す
る
仕
事
の
依
頼
が
増

加
し
て
お
り
、
ま
た
、
他
セ
ン
タ
ー
で

は
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
る
傷
害
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。
安
全
の
た
め
の
講
習
会
が

必
要
で
、
ハ
ス
ク
バ
ー
ナ
・
ゼ
ノ
ア
㈱

と
森
倶
楽
部
21
か
ら
講
師
を
迎
え
、
安

全
対
策
や
保
守
点
検
、
実
技
な
ど
の
細

か
な
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
事
故
は
、
一
歩
間

違
え
れ
ば
重
大
事
故
に
な
り
か
ね
な
い

の
で
、
事
故
防
止
の
た
め
今
後
も
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
17
日
（
水
）
諏
訪
市
「
華
乃
井

ホ
テ
ル
」
で
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
安
全
・
適
正
就
業
標
語
の

表
彰
式
で
は
、
県
内
の
拠
点
シ
ル
バ
ー

か
ら
７
３
４
点
の
応
募
の
中
か
ら
入
選

作
品
5
点
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
「
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
の

た
め
の
は
つ
ら
つ
体
操
」
に
つ
い
て
、

こ
こ
か
ら
体
操
運
動
指
導
員
の
葛
岡
佑

佳
子
さ
ん
の
実
技
を
交
え
た
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。

研
修
で
は
「
安
全
就
業
と
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
」
津
田
連
合
会
安
全
・
適
正
就

業
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
の
講
義
が
あ

り
、
当
シ
ル
バ
ー
か
ら
も
会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

～
豊
か
な
経
験
と
能
力
を
活
か
し
働
く

喜
び
と
社
会
参
加
～
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
中
期
5
カ
年
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

●
策
定
の
趣
旨

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業

は
、
地
域
の
担
い
手
さ
ら
に
は
地
域
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
超
高

齢
化
社
会
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
影
響

に
よ
り
受
注
の
減
、
町
村
合
併
に
よ
り

セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
て
、
単
独
と
な
り

広
域
加
算
が
な
く
な
り
、
加
え
て
国
の

事
業
仕
分
け
に
よ
る
補
助
金
の
大
幅
削

減
、
適
正
就
業
の
推
進
に
よ
る
事
業
量

の
減
少
な
ど
シ
ル
バ
ー
事
業
を
と
り
ま

く
環
境
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
様
々
な
変
化
を
的
確
に
と

ら
え
、
持
続
可
能
な
安
定
し
た
経
営
を

進
め
る
た
め
、「
中
期
5
カ
年
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
は
会
員
・

役
員
・
事
務
局
職
員
の
目
標
と
し
ま
す
。

10
月
は「
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」

で
普
及
啓
発
の
チ
ラ
シ
を
安
曇
野
市
内

の
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
特
に
明
科

地
域
は
班
長
さ
ん
方
の
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
仕
事
の
依
頼
や
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
公
共
施
設
に
感
謝
を
込
め
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
１
９
５
名
の
参
加
で

行
い
ま
し
た
。

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会

事
業
普
及
啓
発

促
進
月
間

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
講
習
会

中
期
５
カ
年
計
画
に
つ
い
て

●計画の期間………平成 25年度から 29年度までの 5カ年

●計画の数値目標…この目標値は、センター事業の指針となるものですが、期間内
の社会情勢の変化などに弾力的に目標値の見直しを加えていく
こととします。

目標　年度 会員数（人） 契約金額（千円） 就業率（％）

平成 29年度 1,100 600,000 100

注：内容については、地域の懇談会において説明します。

●
平
成
25
年
度
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の

結
果

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
7
月
23
日
に
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
事
故
の
発
生
し
や

す
い
草
刈
り
及
び
剪
定
作
業
な
ど
現
場

を
中
心
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
注
意

す
べ
き
点
は
そ
の
場
で
指
導
し
大
き
な

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

草
刈
り
作
業
現
場

・
ビ
ー
バ
ー
に
よ
る
飛
び
石
、自
動
車
の

窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
な
ど
の
事
故
防
止

・
作
業
員
の
間
隔
は
10
㍍
以
上
確
保

・
保
護
具
の
完
全
着
用

剪
定
作
業
現
場

・
ロ
ー
プ
固
定
に
よ
る
脚
立
の
転
倒
防
止

・
保
護
具
の
完
全
着
用

熱
中
症
対
策
な
ど
に
留
意
し
て
い
ま

し
た
。
名
札
を
着
用
し
て
就
業
し
て
く

だ
さ
い
。（
名
札
を
着
用
す
る
こ
と
に

よ
り
発
注
者
の
信
頼
を
う
け
ま
す
）

●
事
故
発
生
状
況

本
年
度
は
、
安
全
・
適
正
就
業
（
事

故
ゼ
ロ
・
法
令
遵
守
）
の
重
点
実
施
事

項
と
し
て
、
会
員
の
就
業
時
は
、
安
全

作
業
基
準
の
遵
守
と
交
通
事
故
防
止
及

び
日
常
の
健
康
管
理
に
取
り
組
み
、
特

に
始
業
時
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
施
の
深

度
化
に
努
め
ま
し
た
。
11
月
末
現
在
、

傷
害
事
故
1
件
、
賠
償
事
故
5
件
の
事

故
が
あ
り
ま
し
た
。（
草
刈
り
ビ
ー
バ

ー
に
よ
る
事
故
多
発　

要
注
意
）

会
員
の
皆
さ
ん
、
事
故
防
止
の
意
識

を
高
め
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
自
分

の
た
め
、
家
族
の
た
め
無
事
故
で
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

安
全
委
員
会
だ
よ
り
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る

平
成
25
年
度
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
と
事
故
発
生
状
況

●傷害事故
種別 発生日 事故の概要 傷害部位 傷害程度

就業中 6月13日
（女）68歳

工場内で荷物を移動中スノコ板
の通路で尻から転んだ

腰部圧迫
骨折

全治
6週間

●賠償事故
種別 発生日 事故の概要 損害程度

就業中 6月12日
（男）71歳

別荘の敷地内ビーバー草刈り中、石
を飛ばし建物のガラス破損

建物の窓ガラ
ス 1枚

就業中 9月 7日
（男）69歳

農道を 7人で作業、ビーバーで草刈
り、走行中の車の窓ガラスを損傷

車の窓ガラス
1枚

就業中 9月30日
（男）65歳

洗車作業中、無線のアンテナを倒し
たままドアを開けて車を損傷 車の傷

就業中 10月11日
（男）75歳

道路を 6人で作業、ビーバーで草刈
り、走行中の車の窓ガラスを損傷

車のフロント
ガラス 1枚

就業中 11月 3日
（男）71歳

道路をビーバーで草刈り、走行中の
車の窓ガラスを損傷

車のフロント
ガラス 1枚

豊科地区（県立こども病院）

穂高地区（穂高会館） 明科「天平の森」三郷地区（三郷福祉センター）堀金地区（社協堀金支所周辺）明科地区（旧明科公民館）



平成 26 年 1 月 1 日 シ ル バ ー 安 曇 野 第48号（6）

平
成
25
年
9
月
5
日
、
役
員
に

よ
る
視
察
研
修
会
が
中
野
広

域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
3
月
末

現
在
で
、
両
セ
ン
タ
ー
を
比
較
し
て

み
る
と
、
中
野
広
域
シ
ル
バ
ー
の
会

員
数
は
男
７
２
３
名
・
女
４
２
９

名
・
合
計
１
１
５
２
名
、
年
間
契
約

額
4
億
９
１
１
７
万
円
で
、
内
訳

は
公
共
27
・
6
％
、
民
間
72
・
4
％
で

す
。因
み
に
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
は
、

会
員
数
男
５
７
３
名
・
女
３
１
８

名
・
合
計
８
９
１
名
、
契
約
額
は

5
億
５
９
４
５
万
円
で
、
内
訳
は
公
共

15
・
2
％
、
民
間
84
・
8
％
で
す
。
役
員

数
21
名
に
対
し
当
セ
ン
タ
ー
は
14
名
、

職
員
数
13
名
に
対
し
当
セ
ン
タ
ー
は
9

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

独
自
事
業
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら

の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
る

「
創
作
土
人
形
製
作
販
売
」
と
、
主
に

プ
ラ
ン
タ
ー
用
と
し
て
市
に
販
売
す
る

パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
等
の
「
花
苗
育
苗

販
売
」
が
あ
り
、
年
間
各
2
百
万
円
余

の
売
上
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
。

配
分
金
明
細
書
に
つ
い
て
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
該
当
者
に
毎
月
送

付
し
て
い
る
が
、
中
野
広
域
シ
ル
バ
ー

で
は
必
要
な
人
に
事
務
所
へ
取
り
に
来

て
も
ら
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
当

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
次
年
度
か
ら
取

り
組
み
た
い
と
検
討
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
お
互
い
に

受
注
業
務
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ら
び

に
発
掘
に
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
25
年
の
1
年
間
（
1
月
振
込
～

12
月
振
込
ま
で
）
の
配
分
金
支
払
証
明

書
を
発
行
し
て
、
1
月
16
日
頃
圧
着
ハ

ガ
キ
で
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

地
区
懇
談
会
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
の
地
区
懇
談
会
は
、
2

月
末
か
ら
3
月
初
旬
に
各
地
区
で
開
催

予
定
で
す
。
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
、
大
勢
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

1
月
分
は
2
月
20
日
（
木
）

2
月
分
は
3
月
20
日
（
木
）

3
月
分
は
4
月
18
日
（
金
）

4
月
分
は
5
月
20
日
（
火
）

5
月
分
は
6
月
20
日
（
金
）

6
月
分
は
7
月
18
日
（
金
）

職
員

増
田
ち
え
子
様　

平
成
25
年
10
月
20
日

会
員

西
澤
エ
イ
子
様　

平
成
25
年
8
月
11
日

田
口　

登
久
様　

平
成
25
年
11
月
11
日

　

ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

役
員
視
察
研
修
に
参
加
し
て

配
分
金
の
振
込
日

お
悔
や
み

平
成
25
年
の
配
分
金
支
払
証

明
書
に
つ
い
て

副
理
事
長
　
山
田 

裕
也

　

平
成
26
年
の
新
春
を
皆
様
お
健
や

か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
猛
暑
、
大

型
台
風
、
竜
巻
と
相
次
ぎ
日
本
列

島
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

年
々
異
常
気
象
の
被
害
が
拡
大
し
、

自
然
の
猛
威
を
痛
感
し
た
年
で
し

た
。

　

日
本
経
済
は
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ

り
や
や
上
昇
傾
向
に
あ
る
と
は
い
う

も
の
の
、当
シ
ル
バ
ー
に
は
厳
し
い

現
状
が
実
感
で
す
。
会
員
一
人
一
人

が
「
健
康
長
寿
」
を
め
ざ
し
て
日
々

務
め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
充
実
し
た
会
報
を
発
行
す

る
に
あ
た
り
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

会
報
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

調
査
広
報
部
会

　

古
幡
菊
子　

尾
日
向
洋

　

佐
々
木
胤
明

編
集
後
記


